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代
後
半
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
繁
栄
が
終
わ
り
、
一
八
八

〇
年
代
に
は
、輸
出
の
減
少
、

失
業
者
の
増
加
を
伴
う
継
続

的
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
の
停
滞
の
原
因
の
一
つ

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
及
び

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
展

で
あ
る
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
不
況
の
最
中
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
と
し
て
各
国

の
資
本
は
集
中
さ
れ
、
い
わ

ゆ
る
独
占
資
本
主
義
の
段
階

に
入
っ
た
。
列
強
の
帝
国
主

義
的
な
競
争
は
激
化
し
、
英

国
資
本
に
対
す
る
大
き
な
脅

威
と
な
っ
た
。 

 	
 	
 	
 

 
今
回
は
、
一
九
世
紀
後
半

の
英
国
で
設
立
さ
れ
た
社
会

主
義
団
体
に
し
て
福
祉
国
家

論
の
基
盤
で
あ
る
フ
ェ
ビ
ア

ン
協
会
を
紹
介
し
た
い
。 

 

一
六
世
紀
初
頭
、
英
国
で

は
、
す
で
に
ト
マ
ス
・
モ
ア

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
が
生
ま

れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
に
は

オ
ー
ウ
ェ
ン
主
義
や
リ
カ
ー

ド
の
経
済
学
が
生
ま
れ
、
一

八
三
〇
年
代
か
ら
一
八
四
〇

年
代
に
か
け
て
チ
ャ
ー
テ
ィ

ス
ト
運
動
が
広
が
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
テ
ィ

ス
ト
運
動
は
一
八
四
八
年
以

降
に
終
焉
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

は
産
業
革
命
の
時
代
を
迎

え
、
工
業
製
品
の
供
給
を
独

占
す
る
「
世
界
の
工
場
」
と

し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
黄
金

時
代
（Victorian Golden 
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に
駆
け
つ
け
た
。
以
後
、
枝

野
幸
男
代
表
は
、
日
本
全
国

の
街
頭
で
マ
イ
ク
を
と
り
、

聴
衆
に
語
り
か
け
た
。「
右

で
も
、
左
で
も
な
く
、
下
か

ら
前
へ
。」「
皆
さ
ん
こ
そ

が
、
こ
の
闘
い
の
主
役
で

す
。」
社
会
民
主
党
、
日
本

共
産
党
も
選
挙
協
力
を
行

い
、
市
民
連
合
も
サ
ポ
ー
ト

し
た
。
米
国
の
サ
ン
ダ
ー
ス

旋
風
、
英
国
の
コ
ー
ビ
ン
労

働
党
躍
進
に
通
ず
る
構
造

的
な
力
動
性
を
感
じ
た
。 

 

二
一
世
紀
、
協
同
奉
仕
の

市
民
共
同
体
の
創
設
を
め

ざ
し
て
、
立
憲
民
主
党
の
今

後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。 

 

 

少
年
期
か
ら
、

Ｓ
Ｆ
（
サ
イ
エ
ン

ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
）
の
世
界
観
に

陶
酔
し
て
い
た
。

中
学
一
年
次
、
美

術
の
課
題
で
、Ｈ
． 

Ｇ
．ウ
ェ
ル
ズ
の
小
説『
モ

ロ
ー
博
士
の
島
』
の
イ
メ

ー
ジ
画
を
描
い
た
。ま
た
、

ウ
ェ
ル
ズ
の
小
説
『
タ
イ

ム
・
マ
シ
ン
』
を
想
起
さ

せ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ

ス
監
督
の
映
画
『
バ
ッ

ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
』
に
熱
中
し
た
。

三
作
目
の
劇
中
、
ド
ク
と

マ
ー
テ
ィ
が
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
一
八
八
五
年

は
、
渡
米
し
た
内
村
鑑
三

が
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の

知
的
障
害
児
学
校
（
エ
ル

ウ
ィ
ン
校
）
で
の
奉
職
を

経
て
ア
マ
ス
ト
大
学
に
入

学
し
た
年
で
あ
る
。無
論
、

現
実
と
虚
構
の
別
世
界
で

あ
り
、
映
画
で
は
ス
ト
ー

リ
ー
を
重
視
し
た
ゆ
え
の

時
系
列
の
矛
盾
も
み
ら
れ

る
。
と
は
い
え
、
想
像
を

膨
ら
ま
せ
る
と
愉
し
い
。 

 

人
間
の
創
造
力
に
は
、

無
限
／
夢
幻
の
可
能
性
が

あ
る
。Tim

e passes by. 

時
間
は
過
ぎ
去
る
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
未

来
は
自
分
の
意
志
で
切
り

拓
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

つ
つ
も
、
そ
の
社
会
的
理
想

は
万
人
の
理
性
的
認
識
に

よ
っ
て
超
階
級
的
に
実
現

さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
。 

 

マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
抗

し
、
革
命
で
は
な
く
改
良
主

義
を
掲
げ
、
唯
物
論
に
対
し

て
理
想
主
義
を
標
榜
し
た

フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
、
英
国

型
社
会
主
義
の
理
論
的
な

主
軸
と
な
っ
た
。
現
在
に
至

る
ま
で
、
労
働
党
の
有
力
な

支
持
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
。 

  

【
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考
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献
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隅
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イ
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リ
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い
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隅
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Age

）
と
呼
ば
れ
る
繁
栄
を

謳
歌
し
た
。
以
上
の
経
緯
か

ら
、
一
八
七
〇
年
代
ま
で
の

政
治
経
済
の
基
盤
は
、
産
業

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
中
心

と
す
る
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル

（
自
由
放
任
主
義
）
に
置
か

れ
た
。
Ｊ
．
Ｓ
．
ミ
ル
の
『
自

由
論
』
や
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス

マ
イ
ル
ス
の
『
自
助
論
』
が

書
か
れ
た
時
代
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
一
八
七
〇
年

 

一
八
八
〇
年
代
の
社
会

状
況
を
背
景
に
、
イ
ギ
リ
ス

の
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
ル
の

急
進
主
義
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
か
ら
流
入
し
た
マ
ル

ク
ス
主
義
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・

ジ
ョ
ー
ジ
の
土
地
改
革
思
想

と
接
合
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
主
義
団
体
を
産
み
落
と

し
た
。
一
八
八
三
年
、
米
国

在
住
の
人
道
主
義
者
で
あ
る

ト
ー
マ
ス
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ

ン
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
新
生
活

友
愛
会
を
設
立
し
た
。
イ
ン

テ
リ
青
年
た
ち
を
中
心
に

「
自
己
の
改
革
」
を
目
指
し

た
が
、
そ
の
後
、
人
格
の
完

成
に
よ
る
社
会
改
良
は
容
易

に
実
現
さ
れ
得
な
い
と
の
認

識
が
広
が
り
、
政
治
・
経
済

的
な
主
張
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
た
。そ
の
流
れ
の
中
か
ら
、

一
八
八
四
年
一
月
、
フ
ェ
ビ

ア
ン
協
会
が
成
立
し
た
。
著

述
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ポ
ド
モ

ア
の
ほ
か
、
作
家
の
バ
ー
ナ

ー
ド
・
シ
ョ
ー
、
協
会
の
理

論
的
主
柱
と
な
る
シ
ド
ニ

ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
、
ベ
ア
ト
リ

ス
・
ポ
タ
ー
、
さ
ら
に
、
Ｓ

Ｆ
小
説
家
の
Ｈ
．
Ｇ
．
ウ
ェ

ル
ズ
も
名
を
連
ね
た
。 

 

当
初
、
協
会
内
部
に
は
、

社
会
主
義
、
改
良
主
義
、
急

進
自
由
主
義
が
併
存
し
て
い

た
。
し
か
し
、
一
八
八
六
年  

一
〇
月
二
二
日
に
投
開

票
さ
れ
た
第
四
八
回
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
自
公
政

権
が
圧
倒
的
な
議
席
数
を

獲
得
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
情
況
下
に
も
真
の

希
望
は
あ
っ
た
。
立
憲
民
主

党
の
躍
進
で
あ
る
。 

 

選
挙
戦
開
始
直
後
の
一

〇
月
一
四
日
、「
東
京
大
作

戦
」
と
銘
打
っ
た
立
憲
民
主

党
の
街
頭
演
説
会
が
新
宿

駅
東
南
口
前
で
開
催
さ
れ

た
。
海
江
田
万
里
候
補
（
東

京
一
区
）
の
演
説
を
皮
切
り

に
、
一
水
会
・
元
最
高
顧
問

の
鈴
木
邦
男
氏
、
漫
画
家
の

小
林
よ
し
の
り
氏
が
応
援

の
不
況
と
失
業
者
の
増
加

を
背
景
に
社
会
民
主
連
盟

や
社
会
主
義
者
連
盟
が
デ

モ
を
敢
行
す
る
中
、
フ
ェ
ビ

ア
ン
協
会
は
理
論
の
建
設

に
沈
潜
し
、
一
八
八
七
年
の

「
基
本
綱
領
」
で
社
会
主
義

を
明
確
に
標
榜
し
た
。
リ
カ

ー
ド
の
地
代
論
と
ジ
ェ
ヴ

ォ
ン
ス
の
限
界
効
用
理
論

を
採
用
し
、
漸
進
的
な
社
会

発
展
に
よ
る
理
想
社
会
の

建
設
を
目
指
し
た
。
ま
た
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー

の
影
響
を
受
け
、
有
機
的
社

会
の
発
展
の
過
程
で
個
人

主
義
や
自
由
主
義
の
限
界

が
露
呈
し
た
こ
と
に
対
し
、

そ
の
救
済
策
と
し
て
の
団

体
主
義
を
掲
げ
た
。
中
産
階

級
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し

新
中
産
階
級
知
識
人
に
よ
る
社
会
改
良
団
体  

マ
ル
ク
ス
主
義
の
革
命
志
向
⒍
唯
物
論
に
対
抗  

  

論論説†⽴立立憲⺠民主党と市⺠民
ぼく ら

の未来  

  安倍政権圧勝の状況下、立憲主義を守る
闘いに、草の根から声を上げていこう。 
右でも、左でもなく、前へ!!（Avanti !!） 
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